コーディネーターとしての事業に対する意見シート
· 事業名：熊野生活創造圏ビジョン「くまの・癒しとふれあい推進委員会」
　　　　　　　　古道・イベントセンター推進部会事業
■コーディネーター氏名・所属：山本康史（ハローボランティア・ネットワークみえ）
■ふりかえり会議開催年月日：平成１６年３月１７日
１．協働のプロセスについて意見
事業内容は、「古道ウォーク＋清掃」で地域住民への啓発をおこなう、という形になっているが、この事業形態は、県・市町村が協力すれば可能な形である。その打合せの場に住民が立ち合い、できること（イベントで語り部としての手伝うなど）で参加しているようになっている。
　協働というよりは「住民参加」であり、このまま事業を継続しても、県担当者のいう「地域住民の自立による事業の継続」はできないと思われる。
　ただ、現状のすすめ方に対して、参加している県職員・市町村職員・住民それぞれに協働のすすめ方に対する問題意識はそれほど大きくない。
２．成果についての意見 

　協働の成果としては、県の事業に市町村職員や住民が参加することで、市町村域を横断した地域密着型事業を行えているとは思う。
３．課題・改善の整理とまとめ
　将来的に「地域住民の自立による事業継続」を目指すのであれば「住民参加」という現在の形を一歩進めて、予算の検討などを含めた事業内における住民への権限移譲を進めていく方がよいだろう。その結果予算を上手く使えなかったとしても、それにより住民が学び成長することを目的とするなら、成果があったと見なせばよい。
　ただ、現状で県職員の目指していることと市民や市町村職員の望んでいることにズレがあるので、部会の短期的目標を定める必要があるのではないか。
（現在掲げている目標は長期的すぎて、具体的活動の中で実感・評価しずらいものになっている）
４．事業全体についての意見・感想（自由に記入してください）
この事業の継続によって住民自立を目指すのは困難だと思われるが、実は住民も市町村も、個々ではこの事業で目標とすることを既に実践しており、「古道・イベントセンター推進部会」としての自立を目指さなくても良いのではないかと感じられた。
　住民や市町村職員がこの部会に望んでいるのは、より広域な市町村や住民のネットワーク化、地域外への統一したＰＲ、広い範囲での同時多発な地域住民への啓発であることがわかったので、その思いをどの様に実践するか、長期的な目標と共に、新たに短期的な目標を立てることで、参加メンバーそれぞれがより魅力を感じることができ、成果が達成できる事業になるのではないか。
